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                                Abstract 

 Limnotrachelobdella okae was collected from Kadogawa Cove (the western North Pacific), Miyazaki 
Prefecture, Kyushu (single specimen), and from the Sea of Japan off Shimonoseki, Yamaguchi Prefecture, 
Honshu, Japan (two specimens). These collections represent the westernmost record of L. okae from the Sea of 
Japan and the southernmost record of its total geographical distribution, respectively. In Kadogawa Cove, the 
leech was found attached to the skin of a Japanese seaperch Lateolabrax japonicus. A leech from off 
Shimonoseki was attempted to infect marine fishes kept in an aquarium tank, but it did not parasitize them and 
died 15 days after collection. 

Keywords : Limnotrachelobdella okae, piscicolid leech, fish parasite,  Lateolabrax  japonicus, first record, aquar-
ium

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は じ め に

　 ウ オ ビ ル 科 の ヒ ダ ビ ルLimno！rachelobdel／a　 okae

（Moore，1924） は ， 様 々 な 魚 種 に 寄 生 す る大 型 の ヒル で

あ る （長 澤 ほ か ，2008）． わ が 国 の養 殖 魚 で は カ ンパ チ ，

ブ リ， ヒ ラ メ お よび トラ フ グ に ヒダ ビル が 寄 生 す る こ と

が 知 られ て お り， 寄 生 部位 の傷 口か らの 細 菌 等 の 二 次 感

染 に よ る 被 害 や 傷 に よ る 商 品 価 値 の 低 下 が 問題 とな る

（水 野 ，1989，2006；Nagasawa　 and　 Fukuda，2008；

Nagasawa　 and　Hirai，2009；Nagasawa　 et　al．，2009）．

　 ヒ ダ ビル は 日本 ， ロシ ア 沿 海 州 お よび 中 国 に 分 布 す る

が （Nagasawa　 et　al．，2008； 長 澤 ほ か ，2008） ， 九 州 近 海

で の 記 録 は 大 分 県 津 久 見 湾 で 養 殖 され て い た ブ リか ら採

集 さ れ た2個 体 の み で あ る （Nagasawa　 and　 Fukuda，

2008）． な お ， この 津 久 見 湾 で 採 集 され た ヒ ダ ビル は ，

ブ リの 移 動 に 伴 っ て瀬 戸 内 海 中 央 部 に あ る養 殖 場 か ら持

ち 込 まれ た 可 能 性 が 高 い （Nagasawa　 and　Fukuda，2008） ．

した が っ て ， 九 州 近 海 に お け る ヒダ ビル の確 実 な 分 布 記

録 は 存 在 しな い ．

　 我 々 は ， 宮 崎 県 門川 湾 と 山 口県 下 関 市 沿 岸 域 で ヒ ダ ビ

ル を採 集 し， 山 口県 産 個 体 につ い て は 水 槽 内 で飼 育 を試

み た の で ， そ の 結 果 を報 告 す る ．
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 材 料 と 方 法

　 宮 崎 県 東 臼 杵 郡 門 川 町 の 門川 湾 （32°28’26”N，131°

40／01”E） に お い て2008年2月160に ， 水 深8mに 設 置

し た 小 型 定 置 網 で 捕 獲 した ス ズ キLateolabrax　 japonic口5

（Cuvier，1828） （全 長73cm） の 胸 鰭 背 方 の 体 表 に 寄 生 した

ヒル1個 体 （Figs．1－3）を採 集 した ． 採 集 時 の 採 集 地 の

表 層 水 温 は 測 定 しな か っ た ．

　 山 口県 下 関 市 豊 浦 町 室 津 地 先 （34°14／02”N，130°88／

81”E） に お い て2007年4． 月24日 に ， 水 深10mに 設 置 した

定 置 網 で ヒル1個 体 を採 集 した ．採 集 時 の室 津 定 置 網 の

表 層 水 温 は15．9℃ で あ っ た ． 網 揚 げ作 業 時 に ヒル は魚 類

に 寄 生 して い な か っ た が ， 以 下 に あ げ る23種 の 魚 類 が漁

獲 され た ：ウチ ワザ メ ， ア カ エ イ ， トビエ イ ， カ タ ク チ

イ ワシ ， ゴ ンズ イ ， サ ヨ リ， メ バ ル ， ホ ウボ ウ， ス ズ キ，

ネ ンブ ツ ダ イ ， ブ リ， マ ア ジ， コ シ ョウ ダイ ， ク ロ ダイ ，

マ ダ イ ， メ ダ イ ， マ サ バ ， ヒ ラ メ， カ ワハ ギ， ハ コ フ グ，

コモ ン フ グ ， クサ フ グ ， ハ リセ ン ボ ン． 採 集 目当 日に ，

この ヒル を ド関 市 立 し もの せ き水 族 館 海 響 館 へ 運 び ，外

海 水 を砂 濾 過 した 海 水 を 掛 け 流 しの水 量340L（118cm×

64cm×45cm） の 水 槽 に 収 容 し， 海 水 魚 と 同居 させ た ．

水 槽 水 の温 度 は16－17℃ ， 塩 分 濃 度 は35％ 。で あ っ た ．

　 山 口県 ド関 市 西 方 （33°96！62”N，130°90／86”E） に お

い て2009年4． 月19日 に ， 水 深16mに 設 置 した 定 置 網 で ヒ

ル1個 体 を 採 集 した ．採 集 時 の採 集 地 の 表 層 水 温 は16．4

℃ で あ っ た ． 網 揚 げ作 業 時 に ヒル は 魚 類 に 寄 生 し て い な

か った が ， ス ズ キ と コ ノ シ ロ が漁 獲 され た ．

　 宮 崎 県 産 ヒル は，採 集 後 に計 測 や 写 真 撮 影 を行 った が ，

そ の 後 紛 失 して しま っ た ． 山 口県 産 ヒル の うち ，2007年

個 体 は飼 育 実験 後 に，2009年 標 本 は採 集 後 に70％ エ タ ノー

ル 液 で 固 定 した ． 採 集 した ヒル をSawyer（1986） の 検 索 表

に 基 づ い て 同 定 した ．

　 本 論 文 で 使 用 した魚 類 名 は 中坊 （2000）に 従 っ た ． 山

口県 産 標 本2個 体 は 国 立 科 学 博 物 館 に 保 管 さ れ て い る

（NSMT－An　 410，411） ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 結 　 　 果

　 形 態 学 的観 察 の 結 果 ， 宮 崎 県 と山 口県 で採 集 され た ヒ

ル は ヒ ダ ビル と 同定 され た ． 宮 崎 県 産 標 本 は ， 生 体 伸 長

時 の全 長 （両 吸 盤 を 含 む ）は56π1mで ， 最 大 体 幅 は7πm1で

あ った ． 山 口県 産 標 本 の 固 定 後 の 計 測 値 は ，2007年 採 集

個 体 で全 長91mm， 最 大 体 幅25mm，2009年 採 集 個 体 で全

長112mm， 最 大 体 幅25mmで あ っ た ． 門川 湾 産 ス ズ キ で

は ， ヒ ダ ビル の 寄 生 部 位 とそ の周 囲 の 体 表 は 赤 み を帯 び

て い た ．

　 山 口県 で2007年 に採 集 した ヒダ ビル の 飼 育 を試 み た結

果 ， ヒ ダ ビル は 水 槽 底 で 静 止 して い る こ とが 多 く， 水 槽

内 で 活 発 に 遊 泳 す る様 子 は 見 られ な か っ た ． 同 じ水 槽 内

に ク ロ ソイ1尾 （全 長 約15cm） ， シ マ ウ シ ノ シ タ1尾

（全 長 約20cm） ， ク サ フ グ3尾 （全 長 約8，10，10cm） を

飼 育 した が ， ヒ ダ ビル が これ らに 寄 生 す る こ とは な か っ

た ． ま た ， 水 槽 内 に シ イ ラ， カ リフ ォル ニ ア ヤ リイ カ ，

ウ シエ ビの切 り身 ， ナ ン キ ョク オ キ ア ミを投 じた が ， こ

れ ら を摂 餌 す る こ と もな か っ た ． この ヒ ダ ビル は 同年5

．月8日 に死 亡 した ．採 集 後 の生 存 日数 は15日 で あ っ た ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 考 　 　 察

　 従 来 ， 九 州 に お け る ヒ ダ ビル の 記 録 は， 大 分 県 津 久 見

湾 で養 殖 され て い たブ リに 寄 生 してい た2個 体 のみ で あ っ

た （Nagasawa　and　 Fukuda，2008） ． しか し，1984－1986年

と1990－2007年 の21年 間 に 実 施 さ れ た 大 分 県 沿 岸 の 魚 病

診 断 で14，000尾 以 上 の ブ リが 検 査 され た が ， 上 記2個 体

を 除 い て ヒダ ビル は確 認 され て い な か っ た た め ， これ ら

2個 体 は ブ リの 移 動 に伴 って 瀬 戸 内 海 中央 部 に あ る養 殖

場 か ら 持 ち 込 ま れ た 可 能 性 が 高 い と 考 察 さ れ た

（Nagasawa　and　Fukuda，2008） ． した が っ て ， 今 回 の 報 告

は 九 州 近 海 に お け る ヒダ ビル の初 め て の 確 実 な 分 布 記録

とな る ．

　 ヒ ダ ビ ル の 分 布 南 限 は こ れ ま で 愛 媛 県 愛 南 町

（Nagasawa　and　Hirai，2009） で あ っ た ．今 回 ， 宮 崎 県 門川

湾 で ヒ ダ ビル を採 集 した こ とに よ り， 本 種 の 南 限 記 録 が

更 新 され た ．

　 ヒ ダ ビ ル は ， わ が 国 の 日 本 海 沿 岸 で は 山 形 県

（Nagasawa　 et　al．，2009）， 新 潟 県 （長 澤 ほ か ，2008）， お よ

び 石 川 県 （Oka，1910） で 記 録 され て い た ． 口本 海 と連

続 す る 山 陰 地 方 の2つ の 汽 水 湖 （中海 と宍 道 湖 ）で ヒ ダ

ビル が採 集 され た 記 録 （Yamauchi　et　al．，2008）は あ る が ，

福 井 県 以 西の 日本 海 で は これ ま で 本 種 の 記 録 は なか った ．

した が っ て ， 山 口県 で の 採 集 例 は福 井 県 以 西 の 口本 海 に

お け る本 種 の 初 め て の記 録 とな る ．

　 今 回 ， 山 口県 で 採 集 した ヒ ダ ビル と とも に 漁 獲 され た

魚 類 の うち ， ス ズ キ ， ブ リ， ヒラ メ ， クサ フ グは ヒ ダ ビ

ル の 宿 主 と して 既 知 の 種 で あ る （長 澤 ほか ，2008）． 山 口

県 で の 採 集 例 で は， 海 中 を遊 泳 して い た ヒダ ビル が 魚 類

と一 緒 に漁 獲 され た 可能 性 は否 定 で き ない が ，魚 類 に 寄

生 して い た ヒダ ビル が網 を揚 げ る 作 業 で 宿 主 か ら脱 落 し

た と も考 え られ る ．漁 獲 物 に混 じっ て 寄 生 状 態 に な い ヒ

ダ ビル が 採 集 され た 事 例 はYamauchi　 et　al．（2008）で も報

告 され て お り， こ う した 事 例 は 珍 し く ない の か も しれ な

い ．

　 ヒ ダ ビル の 生 態 につ い て は不 明 な 部 分 が 多 い が ， 海 中

で 体 を大 き く くね らせ て 遊 泳 す る ヒダ ビル の 写 真 を宮 道

（2008）が 報 告 し て お り， 自然 状 態 で本 種 は海 中 を 遊 泳 す



るもの と考えられる．しか し，今回飼育を試みた個体で

は，遊泳行動は観察 されず，同じ水槽内で飼育していた

魚類への寄生も見 られなかった．このように水槽 内のヒ

ダビルが不活発であった理由は不明であるが，本種の出

現 が12－5．月に限 られる （水野，1989，2006；Nagasawa

et　al．，2009；倉持 ・高橋，2010）一方で，本飼育個体が

5月 に死亡したことに何 らかの関係があるのかもしれな

い．あるいは，飼育水槽 に移 したことによる周囲の環境

の変化に起因するのかもしれない．いずれにしても，ヒ

ダビルの生活史はほとんど解明されていないため，その

解明は今後の課題である．

　　　　　　　　　　 要 　 　約

　宮崎県門川湾 と山口県下関市沿岸域で ヒダビルを採集

した．宮崎県産個体は本種の分布南限記録 となる．山口

県産個体は福井県以西の 目本海における本種の初めての

記録である．山口県産個体の うち1個 体にっいて水槽内

で飼育を試みたが，魚類に寄生することもなく，15日 後

に死亡 した．
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